
「世界自閉症啓発デー」とは

国連総会（H19.12.18開催）において、カタール王国王妃の提案により、
毎年４月２日を「世界自閉症啓発デー」（WORLD AUTISM AWARENESS DAY）
とすることが決議され、
全世界の人々に自閉症を理解してもらう取り組みが行われています。
わが国でも、世界自閉症啓発デー・日本実行委員会が組織され、
自閉症をはじめとする発達障害について、広く啓発する活動を行っています。
具体的には、毎年、世界自閉症啓発デーの４月２日から８日を発達障害啓発週間
として、シンポジウムの開催やランドマークのブルーライトアップ等の活動を行っています。
自閉症をはじめとする発達障害について知っていただくこと、
理解をしていただくことは、発達障害のある人だけでなく、
誰もが幸せに暮らすことができる社会の実現につながるものと考えております。
みなさまのご理解とご支援をお願いいたします。
※世界自閉症啓発デー 日本実行委員会公式サイトからの引用

今年の自閉症啓発デーは昨今のコロナ禍という事、
密を避けるために屋外で出来る事を考えました。
また利用者さんが持つ個々の世界観や個々の感性を
アートとして捉えました。
1枚のTシャツをキャンパスに見立てての作品となります。
約150枚近くの作品を青空の下に展示しますので、
ぜひお立ち寄りください。


